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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月22日(2016.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そこで、本願発明では、メニュー画面が表示される際に表示されている画面に応じて、
メニュー画面の項目の表示順序を変えることで、ユーザに対するメニュー画面の操作性の
向上を図ることが可能な情報処理装置、情報処理システム、情報の表示方法、制御方法、
及びプログラムを提供することを目的とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するための第１の発明は、処理を特定する複数の特定項目をメニュー画
面へ表示する情報処理装置であって、前記メニュー画面を表示させるための操作入力を受
け付ける操作入力受付手段と、トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表
示された状態で、前記操作入力受付手段によって操作入力を受け付けた場合、前記機能画
面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示順
序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状態
で、前記操作入力受付手段によって操作入力を受け付けた場合、前記特定項目に対する処
理が起動される処理回数の多い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定手段と、前
記決定手段によって決定した表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を表示
する表示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記目的を達成するための第２の発明は、クライアント端末と情報処理装置とがネット
ワークを介して接続された情報処理システムであって、前記クライアント端末は、処理を
特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるための操作入力を受け付ける
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操作入力受付手段と、前記操作入力受付手段によって操作入力を受付けたことを示す情報
を前記情報処理装置へ送信するクライアント端末送信手段と、前記情報処理装置の情報処
理装置送信手段によって送信された特定項目の表示順序を受信するクライアント端末受信
手段と、前記クライアント端末受信手段によって受信した特定項目の表示順序を用いて、
前記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御手段と、を備え、前記情報処理装置
は、前記クライアント端末送信手段に送信された操作入力を受付けたことを示す情報を受
信する情報処理装置受信手段と、トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が
表示された状態で、前記情報処理装置受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す
情報を受信した場合、前記機能画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数
に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく
前記メイン画面が表示された状態で、前記情報処理装置受信手段によって操作入力を受け
付けたことを示す情報を受信した場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数
の多い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定手段と、前記決定手段によって決定
した特定項目の表示順序を前記クライアント端末へ送信する情報処理装置送信手段と、を
備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するための第３の発明は、処理を特定する複数の特定項目をメニュー画
面へ表示する情報処理装置の制御方法であって、前記情報処理装置は、前記メニュー画面
を表示させるための操作入力を受け付ける操作入力受付ステップと、トップページを示す
メイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記操作入力受付ステップによっ
て操作入力を受け付けた場合、前記機能画面から前記特定項目に対する処理が起動される
処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記機能画面が表示される
ことなく前記メイン画面が表示された状態で、前記操作入力受付ステップによって操作入
力を受け付けた場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記
特定項目の表示順序を決定する決定ステップと、前記決定ステップによって決定した表示
順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御ステップと、を実行
することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記目的を達成するための第４の発明は、処理を特定する複数の特定項目をメニュー画
面へ表示する情報処理装置で読取実行可能なプログラムであって、前記情報処理装置を、
処理を特定する複数の特定項目をメニュー画面へ表示する情報処理装置であって、前記メ
ニュー画面を表示させるための操作入力を受け付ける操作入力受付手段と、トップページ
を示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記操作入力受付手段によ
って操作入力を受け付けた場合、前記機能画面から前記特定項目に対する処理が起動され
る処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記機能画面が表示され
ることなく前記メイン画面が表示された状態で、前記操作入力受付手段によって操作入力
を受け付けた場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特
定項目の表示順序を決定する決定手段と、前記決定手段によって決定した表示順序を用い
て、前記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御手段と、して機能させることを
特徴とする。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記目的を達成するための第５の発明は、クライアント端末と情報処理装置とがネット
ワークを介して接続された情報処理システムの制御方法であって、前記クライアント端末
は、処理を特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるための操作入力を
受け付ける操作入力受付ステップと、前記操作入力受付ステップによって操作入力を受付
けたことを示す情報を前記情報処理装置へ送信するクライアント端末送信ステップと、前
記情報処理装置の情報処理装置送信ステップによって送信された特定項目の表示順序を受
信するクライアント端末受信ステップと、前記クライアント端末受信ステップによって受
信した特定項目の表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制
御ステップと、を実行し、前記情報処理装置は、前記クライアント端末送信ステップによ
って送信された操作入力を受付けたことを示す情報を受信する情報処理装置受信ステップ
と、トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記情報
処理装置受信ステップによって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前
記機能画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目
の表示順序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示さ
れた状態で、前記情報処理装置受信ステップによって操作入力を受け付けたことを示す情
報を受信した場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特
定項目の表示順序を決定する決定ステップと、前記決定ステップによって決定した特定項
目の表示順序を前記クライアント端末へ送信する情報処理装置送信手段と、を実行するこ
とを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記目的を達成するための第６の発明は、クライアント端末と情報処理装置とがネット
ワークを介して接続された情報処理システムで読取実行可能なプログラムあって、前記ク
ライアント端末を、処理を特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるた
めの操作入力を受け付ける操作入力受付手段と、前記操作入力受付手段によって操作入力
を受付けたことを示す情報を前記情報処理装置へ送信するクライアント端末送信手段と、
前記情報処理装置の情報処理装置送信手段によって送信された表示情報の表示順序を受信
するクライアント端末受信手段と、前記クライアント端末受信手段によって受信した特定
項目の表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御手段と、
して機能させ、前記情報処理装置を、前記クライアント端末送信手段に送信された操作入
力を受付けたことを示す情報を受信する情報処理装置受信手段と、トップページを示すメ
イン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記情報処理装置受信手段によって
操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前記機能画面から前記特定項目に
対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前
記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状態で、前記情報処理装置
受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前記特定項目に
対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定手
段と、前記決定手段によって決定した特定項目の表示順序を前記クライアント端末へ送信
する情報処理装置送信手段と、して機能させることを特徴とする。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明によれば、メニュー画面が表示される際に表示されている画面に応じて、メニュ
ー画面の項目の表示順序を変えることで、ユーザに対するメニュー画面の操作性の向上を
図ることができる、という効果を奏する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理を特定する複数の特定項目をメニュー画面へ表示する情報処理装置であって、
　前記メニュー画面を表示させるための操作入力を受け付ける操作入力受付手段と、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記操作入
力受付手段によって操作入力を受け付けた場合、前記機能画面から前記特定項目に対する
処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記機能
画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状態で、前記操作入力受付手段に
よって操作入力を受け付けた場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多
い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定した表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を
表示する表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状
態で、前記操作入力受付手段によって操作入力を受け付けた場合、処理が起動された特定
項目と、処理が起動されたことのない特定項目と、識別して表示するための表示順序を決
定することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記機能画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて表示順序が
決定される前記特定項目と、前記起動される処理回数の多い順に表示順序が決定される前
記特定項目とは、同じ項目を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理
装置。
【請求項４】
　クライアント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システ
ムであって、
　前記クライアント端末は、
　処理を特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるための操作入力を受
け付ける操作入力受付手段と、
　前記操作入力受付手段によって操作入力を受付けたことを示す情報を前記情報処理装置
へ送信するクライアント端末送信手段と、
　前記情報処理装置の情報処理装置送信手段によって送信された特定項目の表示順序を受
信するクライアント端末受信手段と、
　前記クライアント端末受信手段によって受信した特定項目の表示順序を用いて、前記メ
ニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置は、
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　前記クライアント端末送信手段に送信された操作入力を受付けたことを示す情報を受信
する情報処理装置受信手段と、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記情報処
理装置受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前記機能
画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示
順序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状
態で、前記情報処理装置受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信し
た場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特定項目の表
示順序を決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定した特定項目の表示順序を前記クライアント端末へ送信する
情報処理装置送信手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理システム。
【請求項５】
　処理を特定する複数の特定項目をメニュー画面へ表示する情報処理装置の制御方法であ
って、
　前記情報処理装置は、
　前記メニュー画面を表示させるための操作入力を受け付ける操作入力受付ステップと、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記操作入
力受付ステップによって操作入力を受け付けた場合、前記機能画面から前記特定項目に対
する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記
機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状態で、前記操作入力受付ス
テップによって操作入力を受け付けた場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理
回数の多い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップによって決定した表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項
目を表示する表示制御ステップと、
　を実行することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項６】
　処理を特定する複数の特定項目をメニュー画面へ表示する情報処理装置で読取実行可能
なプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　処理を特定する複数の特定項目をメニュー画面へ表示する情報処理装置であって、
　前記メニュー画面を表示させるための操作入力を受け付ける操作入力受付手段と、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記操作入
力受付手段によって操作入力を受け付けた場合、前記機能画面から前記特定項目に対する
処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示順序を決定し、一方、前記機能
画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状態で、前記操作入力受付手段に
よって操作入力を受け付けた場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多
い順に、前記特定項目の表示順序を決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定した表示順序を用いて、前記メニュー画面へ前記特定項目を
表示する表示制御手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　クライアント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システ
ムの制御方法であって、
　前記クライアント端末は、
　処理を特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるための操作入力を受
け付ける操作入力受付ステップと、
　前記操作入力受付ステップによって操作入力を受付けたことを示す情報を前記情報処理
装置へ送信するクライアント端末送信ステップと、
　前記情報処理装置の情報処理装置送信ステップによって送信された特定項目の表示順序
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を受信するクライアント端末受信ステップと、
　前記クライアント端末受信ステップによって受信した特定項目の表示順序を用いて、前
記メニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御ステップと、
　を実行し、
　前記情報処理装置は、
　前記クライアント端末送信ステップによって送信された操作入力を受付けたことを示す
情報を受信する情報処理装置受信ステップと、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記情報処
理装置受信ステップによって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前記
機能画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の
表示順序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示され
た状態で、前記情報処理装置受信ステップによって操作入力を受け付けたことを示す情報
を受信した場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特定
項目の表示順序を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップによって決定した特定項目の表示順序を前記クライアント端末へ送信
する情報処理装置送信手段と、
　を実行することを特徴とする情報処理システムの制御方法。
【請求項８】
　クライアント端末と情報処理装置とがネットワークを介して接続された情報処理システ
ムで読取実行可能なプログラムあって、
　前記クライアント端末を、
　処理を特定する複数の特定項目を備えたメニュー画面を表示させるための操作入力を受
け付ける操作入力受付手段と、
　前記操作入力受付手段によって操作入力を受付けたことを示す情報を前記情報処理装置
へ送信するクライアント端末送信手段と、
　前記情報処理装置の情報処理装置送信手段によって送信された表示情報の表示順序を受
信するクライアント端末受信手段と、
　前記クライアント端末受信手段によって受信した特定項目の表示順序を用いて、前記メ
ニュー画面へ前記特定項目を表示する表示制御手段と、
　して機能させ、
　前記情報処理装置を、
　前記クライアント端末送信手段に送信された操作入力を受付けたことを示す情報を受信
する情報処理装置受信手段と、
　トップページを示すメイン画面から遷移する機能画面が表示された状態で、前記情報処
理装置受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信した場合、前記機能
画面から前記特定項目に対する処理が起動される処理回数に応じて、前記特定項目の表示
順序を決定し、一方、前記機能画面が表示されることなく前記メイン画面が表示された状
態で、前記情報処理装置受信手段によって操作入力を受け付けたことを示す情報を受信し
た場合、前記特定項目に対する処理が起動される処理回数の多い順に、前記特定項目の表
示順序を決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定した特定項目の表示順序を前記クライアント端末へ送信する
情報処理装置送信手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
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